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(2) 二重FM変調を行った場合について，変調指数などのパラメ l タによる誤り率の変化を明らか
にしている。
(3) 無線通信系に生じるフェージングによる誤り率特性の変化を明らかにし，その特性をダイバー
シティによって改善する方式の有用性を示している。
(4) 干渉波が雑音とともに，入力信号波に加えられたときの誤り率の劣化特性を解析し，また，実
草食によって， そのE里Z命{直を石在めている。
以上のように本研究は，最近実用化の傾向にある FMディジタル無線通信方式における出力信号の
誤り率の諸特性を理論的に明らかにするとともに，干渉波の影響については実験によりその成果を確
めているものであって，通信工学の分野に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価{直あるものと認.める。
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